
平成29年2月10日

3月12日スタート、改正道路交通法の主なポイント（その2） 
運転免許を持つ75歳以上の方へ。 
認知機能の状況に応じ診断や講習の

機会が増えます。
平成29年3月12日から、新しい改正道路交通法がスタートします。
主な改正点は、（1）準中型運転免許の新設、（2）高齢運転者対
策の推進、の2つ。ここでは、高齢運転者対策について、臨時適性
検査制度の見直しと、臨時認知機能検査・臨時高齢者講習制度の新
設についてご紹介します。

インデックス

1.  なぜ認知機能の状況に応じ診断や講習の機会が増えるの？
2.  免許証を更新する際は？
3.  更新時以外でも一定の交通違反をしたときは？

囲み記事

臨時認知機能検査の要件となる一定の違反行為
運転に不安を感じるようになったら～運転適性相談窓口へ

1．なぜ認知機能の状況に応じ診断や講習の機会が増えるの？
高齢運転者に自分の認知機能の状況を理解してもらい、より安全な運転を。

警察庁によると、平成17年から平成27年までの死亡事故件数は年々減少しているのに対し、75歳以上
の運転者による死亡事故件数はほぼ横ばいで推移しています。このため、高齢の運転免許保有者の増加
を背景として、全体に占める75歳以上の運転者による死亡事故の割合は増加し、平成17年は7.4％で
したが、平成27年には12.8％となっています。

http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201702/1.html


また、平成27年の年齢層別死亡事故件数（免許保有者10万人当たり）を比較すると、75歳未満では
4.0件ですが、75歳以上では9.6件と2倍以上となっており、75歳以上の運転者による死亡事故のう
ち、事故前に認知機能検査を受けていた方の5割近くが「認知症のおそれあり」または「認知機能低下
のおそれあり」と判定されていました。
これらのことから、認知機能の低下が高齢運転者による交通事故に相当程度影響を及ぼしていると考え
られます。

平成29年3月12日から施行される改正道路交通法では、今までの高齢運転者対策をさらに一歩進める
こととなりました。
大きな変更は、75歳以上の運転者が免許証を更新する際の認知機能検査を受けた後と、更新時以外で
一定の交通違反をした後の制度の改正です。次にその概要をご紹介します。

2．免許証を更新する際は？
認知機能検査で「認知症のおそれあり」と判定された方全員に医師の診断の義務化が。

現行制度では、75歳以上の運転者は3年に1回の免許証更新時に認知機能検査を受けることになってい
ます。検査時の年月日・曜日・時間を回答するなど、30分で終わる簡易なものです。 
認知機能検査の結果は、「認知症のおそれあり（第1分類）」、「認知機能低下のおそれあり（第2分
類）」、「認知機能低下のおそれなし（第3分類）」の3つに分類され、それぞれの分類に応じて、計2
時間30分の高齢者講習（手数料5,200円）を受けることになっています。この講習は、高齢運転者が
自分の認知機能の状況を理解してその後の安全運転に活かしてもらうためのものです。
また、認知機能検査で第1分類と判定された方が、一定の期間内に一定の違反行為をした場合には、臨
時適性検査（医師の診断。任意に主治医の診断書を提出することも可能）を受けることになっていま
す。臨時適性検査は、都道府県の公安委員会が行うもので、公安委員会が指定した医師が診断します。
診断の結果、認知症であることが判明したときは、免許の取消し等の対象になります。

改正道路交通法では、免許証更新時の認知機能検査で第1分類と判定された場合は、違反の有無にかか
わらず、臨時適性検査（医師の診断）を受ける、または主治医などの診断を受けてその診断書を提出す
ることになります。つまり、第1分類と判定された方は全員、認知症かどうかの診断を受けてもらうこ
とになり、診断の結果、認知症であることが判明したときは、免許の取消し等の対象になります。

なお、今回の改正により、75歳以上のうち認知機能検査で第1分類または第2分類と判定された方に対
する高齢者講習については、実車指導の際に運転の様子をドライブレコーダーで記録しその映像に基づ
いて個人指導を行うなど、内容が充実（高度化）され、時間が延長されることになります（計3時間・
手数料7,550円）。 
一方、75歳未満の方と75歳以上のうち認知機能検査で第3分類と判定された方に対する高齢者講習に
ついては、内容が合理化され、時間が短縮されることになります（計2時間・手数料4,650円）。

認知機能検査



参考） リーフレット「自分のためのみんなのための　新しいルールです。」［PDF］

3．更新時以外でも一定の交通違反をしたときは？
認知機能の状況をタイムリーに把握。最新の認知機能の状況に応じた安全運転教育を。

https://www.npa.go.jp/annai/license_renewal/ninti/leaflet_menkyo.pdf


現行制度では、75歳以上の運転者について、3年に1回の免許証更新時に高齢者講習を受けてもらい、
その講習において、認知機能検査の結果に基づき、実車指導等の安全運転教育が行われています。
しかしながら、認知機能は3年を待たず低下する可能性があり、次の更新までの間に、前回の高齢者講
習を受けたときよりも認知機能が低下しているおそれがあります。

改正道路交通法では、75歳以上の運転者について、認知機能の状況をタイムリーに把握するため、更
新時以外でも一定の違反行為があった場合は、新設される臨時認知機能検査を受けてもらうことになり
ます。また、更新時と同様、この臨時の検査で第1分類と判定された方は全員、臨時適性検査（医師の
診断）を受ける、または主治医などの診断を受けてその診断書を提出することになり、診断の結果、認
知症であることが判明したときは、免許の取消し等の対象になります。

臨時認知機能検査の要件となる一定の違反行為とは、認知機能が低下した場合に行われやすい違反行為
のことで、信号無視や通行区分違反、一時不停止などが含まれます（詳細は下の囲みコラムを参照くだ
さい）。

また、今回の改正により、前回の高齢者講習を受けたときよりも認知機能が低下した方について、最新
の認知機能の状況に応じた安全運転教育を行うため、臨時認知機能検査を受けた方で、前回の認知機能
検査の結果よりも悪化している場合（第3分類から第1・2分類、第2分類から第1分類）は、新設され
る臨時高齢者講習を受けることになります。
臨時高齢者講習については、実車指導の際に運転の様子をドライブレコーダーで記録しその映像に基づ
いて個人指導を行うなど、内容が充実（高度化）されたものとなります（計2時間・手数料5,650
円）。

囲み記事

臨時認知機能検査の要件となる一定の違反行為



◎高齢運転標識を活用しましょう。
70歳以上の方が普通自動車を運転する場合は、自動車の前面と後面の両方に下記の高齢運転者標識を
付けましょう。

1.  信号無視（例：赤信号を無視）
2.  通行禁止違反（例：通行禁止の道路を通行）
3.  通行区分違反（例：逆走、歩道を通行）
4.  横断等禁止違反（例：転回禁止の道路で転回）
5.  進路変更禁止違反

（例：黄の線で区画されている車道で、黄の線を越えて進路を変更）
6.  しゃ断踏切立入り等

（例：踏切のしゃ断機が閉じている間に踏切内に進入）
7.  交差点右左折方法違反

（例：徐行せずに左折）
8.  指定通行区分違反

（例：直進レーンを通行しているにもかかわらず、交差点で右折）
9.  環状交差点左折等方法違反

（例：徐行せずに環状交差点で左折）
10.  優先道路通行車妨害等

（例：交差道路が優先道路であるのにもかかわらず、優先道路を通行中の車両の進行を妨害）
11.  交差点優先車妨害

（例：対向して交差点を直進する車両があるのにもかかわらず、それを妨害して交差点を右
折）

12.  環状交差点通行車妨害等（例：環状交差点内を通行する他の車両の進行を妨害）
13.  横断歩道等における横断歩行者等妨害等

（例：歩行者が横断歩道を通行しているにもかかわらず、一時停止することなく横断歩道を通
行）

14.  横断歩道のない交差点における横断歩行者妨害等
（例：横断歩道のない交差点を歩行者が通行しているにもかかわらず、交差点に進入して、歩
行者を妨害）

15.  徐行場所違反
（例：徐行すべき場所で徐行しなかった）

16.  指定場所一時不停止等（例：一時停止せずに交差点に進入）
17.  合図不履行

（例：右折するときに合図を出さなかった）
18.  安全運転義務違反

（例：ハンドル操作を誤った、必要な注意をすることなく漫然と運転）



高齢運転者標識

なお、下記のデザインの高齢運転者標識は、現在も使えます。

旧デザインの高齢運転者標識

参考） 警察庁「安全な運転のために～高齢運転者標識を活用しましょう！」

＜取材協力：警察庁　文責：政府広報オンライン＞

関連リンク

警察庁「リーフレット：改正道路交通法が施行されます」［PDF］
リーフレット裏面「準中型免許」［PDF］はこちら。

囲み記事

運転に不安を感じるようになったら～運転適性相談窓口へ

これまでのような運転ができなくなったと感じ始めたり、ご家族の運転に不安を感じるように
なったりしたら、全国の運転免許センターなどに設置されている「運転適性相談窓口」へご相
談を。免許証の自主返納をお考えの方も、ぜひご相談ください。

警察庁「運転適性相談窓口一覧表」［PDF］

https://www.npa.go.jp/koutsuu/kikaku/hyoshiki/index.htm
https://www.npa.go.jp/koutsuu/menkyo/kaisei_doukouhou/leaflet_A.pdf
https://www.npa.go.jp/koutsuu/menkyo/kaisei_doukouhou/leaflet_B.pdf
https://www.npa.go.jp/annai/license_renewal/madogutiitirann.pdf

